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TGFBIは癌種によって腫瘍促進、腫瘍抑制の相反する機能が報告されてきたが、今回の
結果から胃癌においては腫瘍促進的な機能を持つことが示唆され、癌進行や不良な予後のマ
ーカーとなり得ると考えられた。 
胃癌の治療におけるkey drugの一つにパクリタキセルがあるが、過去の卵巣癌の報告で
はTGFBIが微小管の安定化を介してパクリタキセルの感受性を高めることが指摘されている。
胃癌間質のTGFBIの発現状況を確認することが胃癌の化学療法の適切な選択に繋がる可能性
があると考えられた。 
In vitroの検討において胃線維芽細胞株のTGFBIが胃癌細胞株の浸潤能と遊走能を亢進さ
せることが示唆され、TGFBIをターゲットとした治療戦略が有効である可能性があると考え
られた。 
５） 結語 
  胃癌における間質TGFBIの発現は、胃癌の進行や予後に対する有用なマーカーとなると
考えられた。またTGFBIが胃癌治療における新たな治療ターゲットとなる可能性が示唆され
た。 
